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意思表示欄保護シール

















































特定健診（職場の定期健診等）時に糖尿病・高血圧・脂質異常等の服薬をされている方は、特定保健指導に該当しません。
図は特定保健指導の判定基準で、メタボリックシンドロームの判定基準とは異なります。 

特定健診の結果を見ながら、
あてはまる方向の矢印に沿って

進んでください。

あなたの腹囲は？

上記の危険因子判定値に該当する数は？ 上記の危険因子判定値に該当する数は？

現在、喫煙習慣がある 現在、喫煙習慣がある

65 歳以上である 65 歳以上である

男性 85㎝以上ある　女性 90㎝以上ある

あなたのＢＭＩ値は25以上ある？
〈計算方法〉

BMI＝体重（Kg）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）

は い いいえ

情報提供

保健指導の案内はありません。

情報提供

動機付け支援 積極的支援 動機付け支援 積極的支援情報提供

①血糖

②脂質

③血圧

危険因子の判定値（特定健診結果）

空腹時血糖：100mg/dl以上 又は
HbA1ｃ：5.6％以上 ※ただし、空腹時血糖が優先

中性脂肪：150mg/dl以上 又は
HDLコレステロール：40mg/dl未満

最高（収縮期）血圧：130mmHg以上 又は
最低（拡張期）血圧： 85mmHg以上

[ 保健指導の内容 ]
初回面接および６か月後の

評価の２回

動機付け支援

[保健指導の内容 ]
初回面接および複数回の
継続支援と６か月後の評価

積極的支援

は い

は い

は い は い は い は い

は い

は い

は い

は い

いいえ

いいえ

いいえいいえ

いいえ

いいえ

は い

は い

は い

生活習慣病の多くは、毎日の生活習慣の積み重ねによって引き起こ
される病気です。組合員は 35 歳から被扶養者は 40 歳から医療費が
急激に高くなっています。
毎年健診を受け、生活習慣病になる前に早期に発見し、一人一人が
日常生活の中での適度な運動、バランスの取れた食生活、禁煙など
を実践することによって生活習慣病は予防することができます。
みなさんが予防することで、みなさんの医療費の負担を削減するこ
とができます！！










